交流経験が保育科学生の知的障害児（者）に対するイメージに及ぼす効果―A 短期大学における施設実習前後のアンケート調査から― by 長谷中 崇志 et al.














































　A短期大学保育科に在籍する学生 151 名（2 年生：女子 150 名、男子 1名）を対象に、

























有り 無し 無記入 計
実習施設種別 n % n % n % n
　障害児（者）支援施設 23 40.4 31 54.4 3 5.3 57
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　本稿では、保育科学生に実施した施設実習前後の調査結果をもとに、知的障害
児（者）との交流経験および交流の質（交流経験の内容）の観点から、知的障害
児（者）に対するイメージに及ぼす効果を検証した。その結果、①施設実習での
知的障害児（者）との交流が肯定的なイメージの形成に作用していることが明ら
かとなり、②交流の質（交流内容）についても、コミュニケーション、日常生活
の支援、身体介助のどのような内容の関わりでも知的障害児（者）に対するイメー
ジを肯定的にし、深い関わりがそれに対してより効果的に働いている可能性が示
唆された。

